


























































































のもとで、 2 カ所のデイケアセンターの責任者及び質問紙調査対象の高齢者の承諾を得ている。 
 
（２）調査方法、調査期間 
 調査は以下の方法で行った。2012年 3 月訪問時に、 2 カ所のデイケアセンター責任者へ質問紙





















 本調査対象の 2 カ所のデイケアセンターの概要は以下である。 
 
（１）Aデイケアセンター（写真 1 ，写真 2 ） 
 このデイケアセンターの設立母体である J 会は、児童への奨学金支援、子育てをしている女性や
一人暮らし高齢者を対象に家庭訪問活動を目的として、20年前に創設された非営利組織である。




























































（２）Bデイケアセンター（写真 3 ，写真 4 ） 

























































 デイケアセンターは日曜から金曜までの週 6 日開設されており、利用時間は午前11時頃～午後 3 
時頃である。午前10時頃に朝食をすませ、ゆっくりと徒歩で 1 時間ほどかけて通ってくる高齢者
が多い。休日である土曜日以外の休みは、雨季（ 7 月、 8 月の田植えの時期）と真冬の時期とし
ている。主なプログラムは、お経を誦む、宗教の歌をうたう、他の僧侶の講話を聞く、訪問者の講




 Aデイケアセンター、Bデイケアセンターの 2 カ所の高齢者への質問紙調査から、高齢者の日常
生活、地域との関わり、デイケアセンター利用実態について、以下のような特徴が明らかとなった。
ただし、以下の特徴は、定期的に利用している高齢者全体を反映しているわけではない（回答者は、







①性別：全体では、男性が 3 割（10名）、女性 7 割（27名）である（表 1 ）。Bの方が、男性の利用
者の割合が多いのは夫婦で利用している利用者が比較的多いためと考えられる。 
 




 男性 女性 
A  1(7) 13(93) 
B  9(39) 14(61) 





では80歳代が中心である（表 2 ）。 
 
表２ 性・年齢構成：人（％） 
  74 歳以下 75～84 歳 85 歳以上 
A 
男  0(  0)  1(  7)  0(  0) 
女  8(57)  5(36)  0(  0) 
小計  8(57)  6(43)  0(  0) 
B 
男  2(  9)  6(26)  1(  4) 
女  1(  4) 11(48)  2(  9) 
小計  3(13) 17(74)  3(13) 




④結婚歴： 1 名を除いて36名が既婚者である。 
⑤職業歴：全体では、約 6 割（22名）が何らかの職業についている。Bの約 8 割が職業についてい
るが大半（男 7 名、女性の10名）は農業に従事してきている。Aでは 7 割の高齢者には職業経験
がない。 
⑥家族人数と家族構成：全体では構成員 5 ～ 7 名の二世代三世代家族が約 5 割で、既婚の子供と
の同居が 7 割以上である。ちなみに、2010年の高齢者統計では、65％が子供と同居しており、
家族人員が4.1人（2004年統計結果）となっている。しかし、センター利用者では、既婚の子供
との同居の割合は、Aは約 9 割（12名）でBは約 7 割と、Bのほうが同居の割合が低い。同居し







とができる（表 3 ）。 
 
表３ 家族形態別家族人数：人（％） 
    1 人 2～4 人 5～7 人 8～10 人 11 人以上 
A 
単身  0(0)  0(  0)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
夫婦のみ  0(0)  0(  0)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
未婚の子ども  0(0)  2(14)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
既婚の子ども  0(0)  4(29)  6(43)  1(7)  1(  7) 
その他  0(0)  0(  0)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
小計  0(0)  6(43)  6(43)  1(7)  1(  7) 
B 
単身  1(4)  0(  0)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
夫婦のみ  0(0)  2(  9)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
未婚の子ども  0(0)  0(  0)  0(  0)  0(0)  0(  0) 
既婚の子ども  0(0)  1(  4)  9(39)  2(9)  7(30) 
その他  0(0)  0(  0)  1(  4)  0(0)  0(  0) 
小計  1(4)  3(13) 10(43)  2(9)  7(30) 
全体計  1(3)  9(24) 16(43)  3(8)  8(22) 
 
⑦親族関係：全体では 5 割が頻繁なつきあいをしているが、Aでは「行事の時だけ」「減少してい






⑨ 1 ヶ月の小遣い：全体では、小遣いの金額については「不明」が 4 割で、Aでは「1000ルピー以
上」が約 3 割、Bでは「500ルピー程度」が 2 割となっている。その小遣い源（複数回答）は、
「政府からの高齢者手当」が約 7 割、「同居している子供」が約 4 割である。Aでは「家賃収入」
という回答もあった。小遣いの使途（複数回答）で、最も多いのは、「食事」であり、次いで
「宗教行事」となっている。その他としては「薬」「寄付」にも使われている。2009年から増額
された高齢者手当（Old Age Allowance：60歳以上の寡婦および70歳以上の高齢者へ 1 ヶ月500ル
ピー支給）が、高齢者に支給されていることが想定できる。 
⑩健康状態：全体では、「健康である」「普通」という回答が 5 割強、「すぐれない」「病気がちで
ある」が 5 割弱である。こうした回答の傾向は、Aでは 6 割強が「すぐれない」「病気がちであ














男  0(  0)  0(  0)  1(  7)  0(  0) 
女  1(  7)  4(26)  5(36)  3(21) 
小計  1(  7)  4(26)  6(43)  3(21) 
B 
男  3(13)  3(13)  1(  4)  1(  4) 
女  4(17)  5(22)  5(22)  1(  4) 
小計  7(30)  8(35)  6(26)  2(  8) 
全体計  8(22) 12(32) 12(32)  5(14) 
 
⑪居住年数、所有形態：居住年数では、全体では「 5 年以内」が最も多く 2 割である。ただし、A









は「テレビ」と「宗教的活動」がともに約 6 割、Bでは「友人・近所の人との会話」が約 7 割で
最も多く、次いで「散歩」「宗教的活動」となっており、地域的特徴がある（表 5 ）。 
  自由時間を過ごす場所では、全体では「自分の家」が最も高く 7 割、次いで「寺院」が 4 割






















A  9(64)  5(36)  5(36)  2(14)  4(29)  2(14)  9(64)  1(7)  2(14) 
B  4(17)  0( 0) 10(43)  2(  9)  6(26) 17(74) 10(43)  0(0)  7(30) 






では「留守番」が最も多く 4 割であるが、次いで多いのは「特にない」が 4 割弱である。Aでは
「家事（洗濯・掃除・買物）」と「特にない」が共に約 4 割である。Bでは「留守番」が最も多く 








食事 洗濯・掃除 経済的世話 身体介護 
何も受けて
いない 
A 13(93) 12(86)  7(50)  4(29)  1(7) 
B 19(83) 22(96) 14(61)  1(  4)  1(4) 



















から」が最も多く約 9 割、次いで「他の人と話ができるから」が約 8 割である。Aでは「他の人と
話ができるから」が最も多く 9 割強、次いで「一日中一人になるから」が 9 割弱である。Bでは
「一日中一人になるから」が最も多く 9 割弱、次いで「他の人と話ができるから」 7 割強となって
いる（表 7 ）。参加年数をみると、Aでは「11年～15年」が最も多く 6 割強で開設当初からの利用
者が多い。Bは開設されて 3 年が経過しているので、その当初からの 3 年が最も多く 4 割弱であり、 
1 、 2 年の利用が 5 割となっている。利用回数をみると、全員が「毎日（土曜日を除く）」と回答
している。デイケアサービス内容で楽しいこと（複数回答）としては、「同じ参加者と会話や交
流」が最も多く約 9 割、次いで「宗教講話」で約 8 割となっている（表 8 ）。この回答には地域的
差異はない。利用満足度も高く、Aは全員が満足している。Bでは「満足」「やや満足している」が












A 12(86)  0(  0) 13(93)  2(14)  5(36) 
B 20(87)  3(13) 17(74)  2(  9) 10(43) 
全体計 32(86)  3(  8) 30(81)  4(11) 15(41) 
 
表８ デイケアで楽しいこと（３つまで）：人（％） 
  参加者との会話 スタッフとの会話 ヨガ 宗教講話 食事 
A 12(86)  1(  7)  9(64) 13(93)  2(14) 
B 21(91)  4(17)  4(17) 17(74)  7(30) 














院」で 1 割強となっている。Aでは「病院」が約 3 割となっている。「老人ホーム」を回答した高
齢者はいなかった。世話は誰れがしてくれるのかについては、最も多いのは「息子」約 6 割、次




  配偶者 息子 同居の娘 別居の娘 嫁 孫 
A  3(21)  8(57)  4(29)  6(43)  7(50)  2(14) 
B  5(22) 14(61)  0(  0)  9(39) 10(43)  4(17) 














「家族」が 5 割弱、「宗教や宗教的なこと」が 4 割弱、「団体や集まり」が約 2 割となっている。生
活の支えでは、「家族」6 割弱、「宗教や宗教的なこと」3 割弱、「友人や知人」1 割強となっている。
これまでの自分の人生への思いは、「とても幸せ」7 割強、「やや幸せ」、「普通」を併せると 8 割を
超え、不幸せと思っている高齢者はいないという結果である。現在の幸福感については、「とても
幸せ」が 8 割弱を占めているが、「やや不幸せ」（Bの 1 名）「不幸せ」（Aの 2 名）である。理由と





































































































注 2  「住宅地にデイケアを設立」（Nepal Smachr Patra:09.25.2012）、「ネパールは60歳を超えてい





注 3  Aデイケアセンターを定期的に利用している高齢者は50～60名であるとのことだが、調査期
間中はお祭りの準備や後片付けなどによりアンケート調査回答者は 2 割程度になった。Bデイケ
アセンターでは定期的に利用している高齢者は30～32名とのことで 7 割の回答者である。 
注 4  ネパールでは、政府によるデイケアセンターに関する詳細なデータがない。2012年 3 月、
ネパール訪問時に、YロータリークラブよりBデイケアセンターを紹介され、Bデイケアセンター
より、Aデイケアセンターを紹介された。Aデイケアセンターには2012年 3 月11日、Bデイケア
センターには 3 月 5 日訪問し設立経緯、デイケアセンターの実態について聞き取り調査を行っ
た。Jestha Nagarika Diwa Sewa  Kendra Mahila Samuha、Boudha Vihar Jestha Nagarik Day Care 
Centerのご協力をいただいた。記してお礼を申し上げたい。 
注 5  ネパールの識字率は平均で59.1％（男性（72％）、女性（46.9％）: 2009年）とされる。『世
界の統計2012』(総務省統計局) 
注 6  質問紙調査実施にあたっては、通訳も含めて、NECRI（ネパール環境文化研究所）のアルニ・
バジュラチャルエさん、アルチョナ・バジュラチャルエさんとパタン大学生に協力いただいた。 
注 7  ネパールでは、宗教的に、新月、半月、満月そして毎月 1 日には寺院に集まる人びとを礼
拝者という。 
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の一部である。 
